
当会が地域事務局を担っているものづくり補助金に採択された会員組合員企業の
経営トップの経営方針や未来への想いなどを紹介しております。
当コーナーが企業間連携や異業種交流へと繋がることを期待します。
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　当社は、ワーキングウェアやカジュ

アルウェアのデザイン企画、国内外の

他社縫製工場と連携し小ロットから

量産品までの受注生産を行っていま

す。当社の成り立ちは、私の父が地元

ワーキングウェアメーカーで型紙を

作る「パタンナー」として培った技術

を活かし、ワーキングウェア以外のア

パレル分野でチャレンジをしてみよ

うとの想いから独立起業したことが

始まりです。

　独立時は、アパレル業界において、

生地問屋が生産に取り組み始めるな

ど、新規参入が盛んな時期でした。父

は、「パタンナー」としてその能力が

評価されていたたため、個人事業主

とは滅多に取引をしない大手アパレ

ルメーカーからも引き合いがあり、

受注が拡大してきたので、平成４年

法人化しました。取引先よりワーキ

ングウェアの企画から生産までの注

文がありましたが、元々パタンナー

が主事業であり、大量生産を行える

生産設備を自社所有していなかった

ことから、海外の他社工場と連携し

生産を行うことで、メーカーとして

の地位を確立しました。このことが

今日の当社の一貫受注生産体制の礎

となっています。

　アパレル業界の価格競争は厳し

く、売上高減少の歯止め、収益性の確

保が喫緊の課題でした。そこで、デザ

インの多様化・短納期・小ロット要求

といったアパレル業界の新たなニー

ズに対応した新しいビジネスモデル

の模索を始めました。以前から、エン

ドユーザーに近いチャネルを開拓し

たい想いが強かったことから、BtoC

ビジネスを念頭に製品開発に着手し

ましたが、何から手をつけて良いか

わからず手探りの状態でした。

　そんなとき、趣味のサイクリング

からヒントをもらいました。ちょう

ど健康志向から増加しつつあったサ

イクリストの間でカラフルなユニ

フォームが流行っていましたが、こ

のユニフォームが刺繍ではなくプリ

ント柄生地のものだったのです。

　当社は、商品企画力には自信があ

りましたが、生地加工のノウハウはあ
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りませんでした。ただ、当社が目指す

「企画・デザインから製造までを自社

内で行う一貫した製品づくり」を実現

するには「これだ」と確信しました。そ

して、そんな時、付き合いのあった機

械メーカーから生地に直接、好きなデ

ザインや色を１枚単位からプリント

出来るシステム（昇華プリント技術）

の存在を教えてもらいました。これを

きっかけに、本腰を入れて新規事業

の立ち上げに向けた研究を開始。時

を同じくして、ものづくり補助金の公

募があり、BtoCでの新たな顧客開発

への取組と稼ぐ力強化へのトライを

企画書にまとめ応募したところ評価

され、採択へとつながりました。

　ものづくり補助金は、二度採択を受

けて、デザインプリンター、裁断機、特

殊加工ミシンなどの設備を導入、エン

ドユーザーからの受注に始まり、生地

の加工、裁断、縫製、販売までの一貫体

制（能動的生産体制）が構築できまし

た。この事業により当社のストロング

ポイントであった商品企画力を更に

強化するとともに、お客様一人ひとり

のニーズに対応出来る力を身につけ

ることが出来ました。現在、プリント

事業部を設け、インターネットショッ

プ「ナックストア」を開設、エンドユー

ザーをターゲットに希望デザインを聞

き取り、それを布地に印刷、加工すると

いう事業モデルが軌道に乗ってきまし

た。さらには大手のアパレルメーカー

からも生地見本作成のオーダーが入

るようになりました。大手アパレル

メーカーへの商品提案は、色見本や試

作生地を作って行うことが主流でし

たが、イメージが湧きにくいことや試

作費が高価になることが課題でした。

　当社の昇華プリント技術を活用し、

「パタンナー」としてのデザイン力で１

枚単位で生地に色やデザインをプリン

トしたサンプルが安価で出来上がり、

しかも商品のイメージがわきやすいと

の声を頂き、思ってもいなかった新た

なビジネスの獲得に繋がりました。

　現在の主な商品は、お客様オリジナ

ルの法被や草野球チームのユニフォー

ム、小売店の販促グッズ等多品種小

ロットの商品です。今、全国で盛んに行

われている「よさこい踊り」のチームか

らもオリジナルコスチュームの注文を

頂いています。インターネット注文が

大半ですが、口コミでの注文も持ち込

まれています。当社オリジナル商品と

して広島東洋カープのキャラクター

「カープ坊や」とコラボした布団カバー

も製作し、球団のグッズショップや東

京の広島県アンテナショップ「TAU」

でも販売しています。この商品化は当

社にとっては知名度を高める上で大き

な一歩となっています。

　当初の目的だった自社商品開発も

軌道に乗りつつあります。お客様の

オーダーも多種多彩ですが、そのオー

ダーに一つ一つ応え、形にしていくこ

とが当社の使命だと感じるようにな

りました。この事業はまだまだ改善を

していかなければなりませんが、安価

で１枚単位からお客様の声を形にし

て満足してもらえる商品を提供でき

る事業に育てていきたいと思います。
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「裏方のパタンナー」から
アパレルメーカーへ転身

生き残りをかけ自社製品の
開発体制構築に着手

“エンドユーザー”の声を
形にしていきたい

自社製品開発で
新たな顧客開拓


